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　令和６年度曽於市の一般会計の予算は，次に定めるところによる。

　（歳入歳出予算）

第１条　歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ ２６，９１５，５９２千円と定める。　

２　歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表　歳入歳出予算」による。

　（継続費）

第２条　地方自治法第２１２条第１項の規定による継続費の経費の総額及び年割額は，「第２表　継続費」による。

　（債務負担行為）

第３条　地方自治法第２１４条の規定により債務を負担する行為をすることができる事項，期間及び限度額は，「第３表　債務

　負担行為」による。

　（地方債）

第４条　地方自治法第２３０条第１項の規定により起こすことができる地方債の起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償

　還の方法は，「第４表　地方債」による。

　（一時借入金）

第５条　地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，２,０００,０００千円と定める。

　（歳出予算の流用）

第６条　地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次の

　とおりと定める。

  (1) 各項に計上した給料，職員手当及び共済費に係る予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項

　の間の流用。

令和６年２月２２日　提出

曽於市長　  五 位 塚　  剛

令和６年度曽於市一般会計予算
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第 １ 表  歳  入  歳  出　予  算

歳　入 （単位：千円）

款 項 金                   額

1 市税 3,134,760

1 市民税 1,019,916

2 固定資産税 1,755,897

3 軽自動車税 184,577

4 市たばこ税 174,370

2 地方譲与税 317,891

1 地方揮発油譲与税 57,600

2 自動車重量譲与税 175,900

4 森林環境譲与税 84,391

3 利子割交付金 640

1 利子割交付金 640

4 配当割交付金 6,700

1 配当割交付金 6,700

5 株式等譲渡所得割交付金 7,700

1 株式等譲渡所得割交付金 7,700

6 法人事業税交付金 46,700

1 法人事業税交付金 46,700

7 地方消費税交付金 763,900

1 地方消費税交付金 763,900

8 環境性能割交付金 13,900

1 環境性能割交付金 13,900

9 国有提供施設等所在市町村助成交付金 2,800

1 国有提供施設等所在市町村助成交付金 2,800

10 地方特例交付金 129,000

1 減収補てん特例交付金 129,000

11 地方交付税 7,896,362
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（単位：千円）

款 項 金                   額

1 地方交付税 7,896,362

12 交通安全対策特別交付金 3,800

1 交通安全対策特別交付金 3,800

13 分担金及び負担金 122,808

1 分担金 11,865

2 負担金 110,943

14 使用料及び手数料 270,941

1 使用料 230,216

2 手数料 40,725

15 国庫支出金 2,811,728

1 国庫負担金 2,289,494

2 国庫補助金 512,732

3 委託金 9,502

16 県支出金 1,977,348

1 県負担金 1,108,696

2 県補助金 768,690

3 委託金 99,962

17 財産収入 278,408

1 財産運用収入 12,900

2 財産売払収入 265,508

18 寄附金 1,835,303

1 寄附金 1,835,303

19 繰入金 3,854,389

1 基金繰入金 3,854,387

2 他会計繰入金 2

20 繰越金 50,000
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（単位：千円）

款 項 金                   額

1 繰越金 50,000

21 諸収入 114,014

1 延滞金加算金及び過料 3,879

2 預金利子 173

3 受託事業収入 22,020

4 雑入 87,942

22 市債 3,276,500

1 市債 3,276,500

歳               入               合               計 26,915,592

-7-



歳　出 （単位：千円）

款 項 金                   額

1 議会費 184,817

1 議会費 184,817

2 総務費 4,402,226

1 総務管理費 3,907,638

2 徴税費 260,588

3 戸籍住民基本台帳費 153,554

4 選挙費 47,971

5 統計調査費 10,727

6 監査委員費 21,748

3 民生費 7,859,811

1 社会福祉費 4,660,073

2 児童福祉費 2,612,755

3 生活保護費 586,019

4 災害救助費 964

4 衛生費 1,296,033

1 保健衛生費 692,882

2 清掃費 603,151

6 農林水産業費 2,025,505

1 農業費 1,799,680

2 林業費 225,825

7 商工費 3,236,917

1 商工費 3,236,917

8 土木費 1,771,035

1 土木管理費 145,117

2 道路橋梁費 911,988

3 河川費 34,740
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（単位：千円）

款 項 金                   額

4 都市計画費 107,064

5 下水道費 130,150

6 住宅費 441,976

9 消防費 864,326

1 消防費 864,326

10 教育費 2,423,534

1 教育総務費 1,216,004

2 小学校費 411,637

3 中学校費 187,792

5 社会教育費 464,427

6 保健体育費 143,674

11 災害復旧費 36,019

1 農林水産施設災害復旧費 24,238

2 公共土木施設災害復旧費 11,781

12 公債費 2,785,369

1 公債費 2,785,369

13 予備費 30,000

1 予備費 30,000

歳               出               合               計 26,915,592
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第２表　継続費

(単位：千円)

事　業　名 総　　額 年　　度 年　割　額

令和６年度 8,864

令和７年度 10,729

令和６年度 262,127

令和７年度 394,655

款 項

2 総務費 1 総務管理費
本庁・支所庁舎ネットワー
ク整備事業

19,593

2 総務費 1 総務管理費 本庁舎大規模改修事業 656,782
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第３表　債務負担行為

事　　　　　　項

広報紙「市報そお」印刷製本費

総合振興計画策定支援業務委託料

総合戦略策定支援業務委託料

固定資産税評価替業務委託 令和７年度から 令和８年度まで

（単位：千円）

期　　　　　間 限　　　　度　　　　額　

令和７年度 8,546

令和７年度 2,983

令和７年度 1,997

17,215
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第４表　地方債

（単位：千円）

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

庁舎改築事業 1,644,700 
証書借入

又は
証券発行

　5.0％以内（ただし，利率見直
し方式で借入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金等につい
て，利率の見直しを行った後にお
いては，当該見直し後の利率）

　政府資金については，その融資条件に
より，銀行その他の場合には，その債権
者と協定するものによる。ただし，市財
政の都合により据置期間及び償還期限を
短縮し，又は繰上償還もしくは低利に借
換えすることができる。

定住促進対策事業 17,800 〃 〃 〃

庁舎増改築事業 240,900 〃 〃 〃

過疎地域持続的発展特別事業基金積立事業 100,000 〃 〃 〃

高齢者福祉事業 17,900 〃 〃 〃

少子化対策事業 21,500 〃 〃 〃

医療センター負担金 6,700 〃 〃 〃

県営畑地帯総合整備事業負担金 55,800 〃 〃 〃

県営農村振興総合整備事業負担金 13,000 〃 〃 〃

農業後継者等育成対策事業 2,800 〃 〃 〃

県営中山間地域農業農村総合整備事業負担金 11,000 〃 〃 〃

県営農地中間管理機構関連農地整備事業負担金 13,300 〃 〃 〃

溝ノ口洞穴整備事業 12,300 〃 〃 〃
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（単位：千円）

起 債 の 目 的 限 度 額 起 債 の 方 法 利 率 償 還 の 方 法

道路改良整備事業 351,900 
証書借入

又は
証券発行

　5.0％以内（ただし，利率見直
し方式で借入れる政府資金及び地
方公共団体金融機構資金等につい
て，利率の見直しを行った後にお
いては，当該見直し後の利率）

　政府資金については，その融資条件に
より，銀行その他の場合には，その債権
者と協定するものによる。ただし，市財
政の都合により据置期間及び償還期限を
短縮し，又は繰上償還もしくは低利に借
換えすることができる。

排水路整備事業 86,000 〃 〃 〃

地域振興住宅建設事業 78,400 〃 〃 〃

住環境整備事業 10,100 〃 〃 〃

急傾斜地崩壊防止対策事業 12,000 〃 〃 〃

県単急傾斜地崩壊防止対策事業 5,900 〃 〃 〃

河川改修事業 9,500 〃 〃 〃

消防防災施設整備事業 32,500 〃 〃 〃

消防車両導入事業 72,500 〃 〃 〃

災害対策事業 4,000 〃 〃 〃

小学校施設整備事業 86,800 〃 〃 〃

公民館施設整備事業 42,200 〃 〃 〃

学校給食センター施設整備事業 299,900 〃 〃 〃

臨時財政対策債 27,100 〃 〃 〃
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国 民 健 康 保 険 特 別 会 計
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令和６年度曽於市国民健康保険特別会計予算

令和６年度曽於市の国民健康保険特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ５，５４５，９４４千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳入歳出予算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，５００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合

は，次のとおりと定める。

(1) 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

令和６年２月２２日 提出

曽於市長 五 位 塚 剛
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第 １ 表  歳  入  歳  出　予  算

歳　入 （単位：千円）

款 項 金                   額

1 国民健康保険税 655,934

1 国民健康保険税 655,934

2 使用料及び手数料 110

1 手数料 110

4 県支出金 4,169,817

1 県補助金 4,169,817

5 財産収入 1

1 財産運用収入 1

6 繰入金 648,065

1 一般会計繰入金 648,065

7 繰越金 70,000

1 繰越金 70,000

8 諸収入 2,017

1 延滞金・加算金及び過料 12

2 預金利子 1

3 雑入 2,004

歳               入               合               計 5,545,944
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歳　出 （単位：千円）

款 項 金                   額

1 総務費 74,645

1 総務管理費 72,746

2 徴収費 1,583

3 運営協議会費 316

2 保険給付費 4,099,910

1 療養諸費 3,488,306

2 高額療養費 600,600

3 移送費 200

4 出産育児諸費 9,004

5 葬祭諸費 1,800

3 国民健康保険事業費納付金 1,285,451

1 医療費給付費分 930,788

2 後期高齢者支援金等分 272,630

3 介護納付金分 82,033

4 共同事業拠出金 3

1 共同事業拠出金 3

6 保健事業費 69,066

1 保健事業費 31,552

2 特定健康診査等事業費 37,514

8 公債費 617

1 公債費 617

9 諸支出金 3,262

1 償還金及び還付加算金 3,262

10 予備費 12,990

1 予備費 12,990

歳               出               合               計 5,545,944
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後 期 高 齢 者 医 療 特 別 会 計
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令和６年度曽於市後期高齢者医療特別会計予算

令和６年度曽於市の後期高齢者医療特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ７０９，５５３千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳入歳出予算」による。

令和６年２月２２日 提出

曽於市長 五 位 塚 剛
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第 １ 表  歳  入  歳  出　予  算

歳　入 （単位：千円）

款 項 金                   額

1 後期高齢者医療保険料 416,665

1 後期高齢者医療保険料 416,665

2 使用料及び手数料 11

1 手数料 11

4 繰入金 291,275

1 一般会計繰入金 291,275

5 繰越金 500

1 繰越金 500

6 諸収入 1,102

1 延滞金及び加算金 50

2 償還金及び還付加算金 1,050

3 預金利子 1

4 雑入 1

歳               入               合               計 709,553
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歳　出 （単位：千円）

款 項 金                   額

1 総務費 27,806

1 総務管理費 26,970

2 徴収費 836

2 後期高齢者医療広域連合納付金 680,696

1 後期高齢者医療広域連合納付金 680,696

3 諸支出金 1,051

1 償還金及び還付加算金 1,050

2 繰出金 1

歳               出               合               計 709,553
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介 護 保 険 特 別 会 計

-22-



令和６年度曽於市介護保険特別会計予算

令和６年度曽於市の介護保険特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ５，６１９，９０３千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳入歳出予算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，５００，０００千円と定める。

（歳出予算の流用）

第３条 地方自治法第２２０条第２項ただし書の規定により歳出予算の各項の経費の金額を流用することができる場合

は，次のとおりと定める。

(1) 保険給付費の各項に計上した予算額に過不足を生じた場合における同一款内でのこれらの経費の各項の間の流用。

令和６年２月２２日 提出

曽於市長 五位塚 剛

-23-



第 １ 表  歳  入  歳  出　予  算

歳　入 （単位：千円）

款 項 金                   額

1 保険料 823,781

1 介護保険料 823,781

2 使用料及び手数料 20

1 手数料 20

3 国庫支出金 1,539,764

1 国庫負担金 943,553

2 国庫補助金 596,211

4 支払基金交付金 1,442,295

1 支払基金交付金 1,442,295

5 県支出金 787,296

1 県負担金 748,981

2 県補助金 38,315

6 繰入金 974,820

1 一般会計繰入金 914,820

2 基金繰入金 60,000

7 繰越金 50,000

1 繰越金 50,000

8 諸収入 6

1 延滞金加算金及び過料 2

3 雑入 4

9 分担金及び負担金 1,900

1 負担金 1,900

10 財産収入 21

1 財産運用収入 21

歳               入               合               計 5,619,903
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歳　出 （単位：千円）

款 項 金                   額

1 総務費 151,656

1 総務管理費 90,687

2 徴収費 68

3 介護認定審査会費 60,901

2 保険給付費 5,207,800

1 介護サービス等諸費 4,669,400

2 介護予防サービス等諸費 127,080

3 その他諸費 4,420

4 高額介護サービス等費 135,900

5 高額医療合算介護サービス等費 18,300

6 特定入所者介護サービス等費 252,700

3 地域支援事業費 245,428

2 包括的支援事業・任意事業費 110,550

3 一般介護予防事業費 17,666

4 介護予防・生活支援サービス事業費 115,687

5 その他の諸費 1,525

4 基金積立金 21

1 基金積立金 21

5 公債費 411

1 公債費 411

6 諸支出金 5,052

1 償還金及び還付加算金 5,051

2 繰出金 1

7 予備費 9,535

1 予備費 9,535

歳               出               合               計 5,619,903
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生活排水処理事業特別会計
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令和６年度曽於市生活排水処理事業特別会計予算

令和６年度曽於市の生活排水処理事業特別会計の予算は，次に定めるところによる。

（歳入歳出予算）

第１条 歳入歳出予算の総額は，歳入歳出それぞれ６８，５７４千円と定める。

２ 歳入歳出予算の款項の区分及び当該区分ごとの金額は，「第１表 歳入歳出予算」による。

（一時借入金）

第２条 地方自治法第２３５条の３第２項の規定による一時借入金の借入れの最高額は，４０，０００千円と定める。

令和６年２月２２日 提出

曽於市長 五 位 塚 剛
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第 １ 表  歳  入  歳  出　予  算

歳　入 （単位：千円）

款 項 金                   額

2 使用料及び手数料 36,653

1 使用料 36,652

2 手数料 1

5 財産収入 1

1 財産運用収入 1

6 繰入金 31,917

1 他会計繰入金 31,917

7 繰越金 1

1 繰越金 1

8 諸収入 2

1 預金利子 1

3 延滞金加算金及び過料 1

歳               入               合               計 68,574
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歳　出 （単位：千円）

款 項 金                   額

1 総務費 51,670

1 総務管理費 12,057

2 施設管理費 39,613

3 公債費 16,404

1 公債費 16,404

4 予備費 500

1 予備費 500

歳               出               合               計 68,574
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水 道 事 業 会 計
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令和６年度曽於市水道事業会計予算

（総 則）

第１条 令和６年度曽於市水道事業会計の予算は，次に定めるところによる。

（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は，次のとおりとする。

⑴ 給 水 戸 数 １５，１７７戸

⑵ 年 間 総 給 水 量 ３，２４５，６０３㎥

⑶ １日平均給水量 ８，８９２㎥

（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める。

収 入

第１款 水 道 事 業 収 益 ５７３，３９７千円

第１項 営 業 収 益 ４９４，７９７千円

第２項 営 業 外 収 益 ７８，５９０千円

第３項 特 別 利 益 １０千円

支 出

第１款 水 道 事 業 費 用 ５７３，３９７千円

第１項 営 業 費 用 ５４０，４６７千円

第２項 営 業 外 費 用 ３０，９３０千円

第３項 特 別 損 失 １，０００千円

第４項 予 備 費 １，０００千円
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（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は，次のとおりと定める（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額

２０９，７８４千円は過年度分損益勘定留保資金１９５，４８９千円，当年度分消費税及び地方消費税資本的

収支調整額１４，２９５千円で補てんするものとする。）。

収 入

第１款 資 本 的 収 入 ６９，０００千円

第１項 企 業 債 ６９，０００千円

支 出

第１款 資 本 的 支 出 ２７８，７８４千円

第１項 建 設 改 良 費 １５７，２４４千円

第２項 企業債償還金 １２１，５４０千円

（継続費）

第５条 継続費の総額及び年割額は，次のとおりと定める。

年割額
款 項 事業名 総額

令和 年度 令和 年度

－ － － 千円 千円 千円

（債務負担行為）

第６条 債務負担行為をすることができる事項，期間及び限度額は，次のとおりと定める。

事 項 期 間 限度額

－ － 千円
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（企業債）

第７条 起債の目的，限度額，起債の方法，利率及び償還の方法は，次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

水道事業債 69,000千 円 証書借入又は 5.0％ 以 内（ただし，利率 政府資金については，その融

証券発行 見直し方式で借り入れる政 資条件により，銀行その他の

府資金及び地方公共団体金 場合にはその債権者と協定す

融機構資金等については， るものによる。ただし，市財

利率の見直しを行った後に 政の都合により据置期間及び

おいては，当該見直し後の 償還期限を短縮し，又は繰上

利率） 償還若しくは低利に借換えを

することができる。

（一時借入金）

第８条 一時借入金の限度額は ,０ 円と定める。

（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第９条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は，次のとおりと定める。

⑴ 営業費用と営業外費用

（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第 10条 次 に 掲げ る経費については，その経費の金額を，それ以外の経費の金額に流用し，又はそれ以外の経

費をその経費の金額に流用する場合は，議会の議決を経なければならない。

⑴ 職員給与費 ７０，９２７千円

（他会計からの補助金）

第 11条 営 業補助のため，一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は，７０，２０６千円である。
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（利益剰余金の処分）

第 12条 繰 越（又は当年度）利益剰余金のうち１２，０００千円は，次のとおり処分するものと定める。

⑴ 第４条資本的支出額に対して不足する額の補てんとして１２，０００千円と定める。

（たな卸資産購入限度額）

第 13条 た な卸資産の購入限度額は，４，６３９千円と定める。

令和６年２月２２日 提出

曽於市長 五 位 塚 剛
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公 共 下 水 道 事 業 会 計
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令和 年度 曽於市公共下水道事業会計予算

(１)

(２)

(３)

６
　（総 則）

第１条 令和６年度曽於市公共下水道事業会計の予算は、次に定めるところによる。

　（業務の予定量）

第２条 業務の予定量は、次のとおりとする。

接 続 戸 数 １,８２４戸

年 間 総 排 水 量 ３７４,４１５㎥

一 日 平 均 排 水 量 １,０３７㎥

　（収益的収入及び支出）

第３条 収益的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。

収 入

第１款 下 水 道 事 業 収 益 ２３５,７７０千円

第１項 営 業 収 益 ４７,４１５千円

第２項 営 業 外 収 益 １８８,３５３千円

第３項 特 別 利 益 ２千円

支 出

第１款 下 水 道 事 業 費 用 ２１４,０３１千円

第１項 営 業 費 用 １９２,４０２千円

第２項 営 業 外 費 用 ２１,１２７千円

第３項 特 別 損 失 ５０１千円

第４項 予 備 費 １千円

　（資本的収入及び支出）

第４条 資本的収入及び支出の予定額は、次のとおりと定める。（資本的収入額が資本的支出額に対し不足する額１０４，４０７千円は

過年度分損益勘定留保資金１０４，１７９千円、及び当年度分消費税及び地方消費税資本的収支調整額２２８千円で補填するものとする。）

収 入

第１款 資 本 的 収 入 １３,２００千円

第１項 企 業 債 １０,８００千円

第２項 負 担 金 等 ２,４００千円
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　（継続費）

継続費の総額及び年割額は、次のとおりと定める。

　（債務負担行為）

債務負担行為をすることができる事項、期間及び限度額は、次のとおりと定める。

　（企業債）

　（一時借入金）

支 出

第１款 資 本 的 支 出 １１７,６０７千円

第１項 建 設 改 良 費 ２,５００千円

第２項 企 業 債 償 還 金 １１５,１０７千円

第５条

年割額

令和　年度 令和　年度

－ － － 　　千円 　　千円 　　千円

第６条

事　項 期　間 限　度　額

－ － 　　千円

第７条 起債の目的、限度額、起債の方法、利率及び償還の方法は、次のとおりと定める。

起債の目的 限度額 起債の方法 利率 償還の方法

公共下水道事業 １０，８００千円 
証書借入

又は証券発行

　５．０％以内
（ただし、利率見直し方式で借り入れる
政府資金及び地方公共団体金融機関資金
について、利率の見直しを行った後にお
いては、当該見直し後の利率）

政府資金については，その融資条件により，銀行そ
の他の場合にはその債権者と協定するものによる。
ただし，市財政の都合により据置期間及び償還期限
を短縮し，又は繰上償還もしくは低利に借換えする
ことができる。

第８条 一時借入金の限度額は、１４０，９５０千円と定める。

款 項 事業名 総額
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　（予定支出の各項の経費の金額の流用）

第９条 予定支出の各項の経費の金額を流用することができる場合は、次のとおりと定める。

(1)営業費用と営業外費用

(1)職員給与費

　（利益剰余金の処分）

第１２条 繰越（又は当年度）利益剰余金のうち２１，７４０千円は、次のとおり処分するものとする。

(1)第４条資本的収入額が資本的支出額に対して不足する額の補填として，２１，７４０千円と定める。

　（たな卸資産購入限度額）

第１３条 たな卸資産の購入限度額は、０千円と定める。

　（議会の議決を経なければ流用することのできない経費）

第１０条 次に掲げる経費については、その経費の金額をそれ以外の経費の金額に流用し、又はそれ以外の経費をその経費の金額に流用する

 場合は、議会の議決を経なければならない。

１５,２６４千円

　（他会計からの補助金）

第１１条 公共下水道事業に助成するため、一般会計からこの会計へ補助を受ける金額は、１３０，１５０千円である。

令　和　６　年　２　月　２２　日　　提　出
曽　於　市　長　　五　位　塚　　剛
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